
(57)【要約】

吸入器は、吸入管路（３）が設けられている本体（２）

と、カプセル（３０）を少なくとも一部挿入することの

できるハウジング（５）が呈示されている第２本体（４

）であって、本体（２）に回転可能に連結されており、

かつ、カプセル（３０）の挿入のためにハウジング（５

）に外側から接近することのできる開放位置から、ハウ

ジング（５）が吸入管路（３）に連通する閉鎖位置まで

回転することができる第２本体（４）と、第２本体（４

）が開放位置から閉鎖位置まで回転する間にハウジング

（５）から突出するカプセル（３０）の一部を切断する

切断手段（１１）とを備えてなる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
吸 入 管 路 （ ３ ） を 有 す る 本 体 （ ２ ） を 備 え て い る 、 カ プ セ ル 中 の 一 回 投 与 混 合 物 の 吸 入 器
で あ っ て 、
　 本 体 （ ２ ） は 、 平 面 状 で あ っ て 吸 入 管 路 （ ３ ） の 長 手 軸 に 対 し て 平 行 に 延 設 さ れ て い る
と と も に 吸 入 管 路 （ ３ ） に 連 通 す る 穴 （ ８ ） が 呈 示 さ れ て い る 第 １ 面 （ １ ０ ） を 備 え 、
　 こ の 吸 入 器 は 、 第 １ 面 （ １ ０ ） に 対 し て 相 補 的 に 形 成 さ れ か つ 第 １ 面 （ １ ０ ） と 接 触 す
る よ う に 配 置 さ れ た 第 ２ 面 （ １ ４ ） が 呈 示 さ れ て い る 第 ２ 本 体 （ ４ ） で あ っ て 、 カ プ セ ル
（ ３ ０ ） を 少 な く と も 一 部 挿 入 す る こ と の で き る ハ ウ ジ ン グ （ ５ ） が 第 １ 面 （ １ ０ ） に 形
成 さ れ て い る 第 ２ 本 体 （ ４ ） も 備 え て お り 、 第 ２ 本 体 （ ４ ） は 、 本 体 （ ２ ） に 回 転 可 能 に
連 結 さ れ て お り 、 カ プ セ ル （ ３ ０ ） の 挿 入 の た め に ハ ウ ジ ン グ （ ５ ） に 外 側 か ら 接 近 す る
こ と の で き る 開 放 位 置 か ら 、 ハ ウ ジ ン グ （ ５ ） が 穴 （ ８ ） に 一 線 配 置 さ れ る 閉 鎖 位 置 ま で
回 転 す る こ と が で き 、
　 こ の 吸 入 器 は 、 第 ２ 本 体 （ ４ ） が 開 放 位 置 か ら 閉 鎖 位 置 ま で 回 転 す る 間 に ハ ウ ジ ン グ （
５ ） か ら 突 出 す る カ プ セ ル （ ３ ０ ） の 一 部 を 切 断 す る 切 断 手 段 （ １ １ ） も 備 え て い る 、 カ
プ セ ル 中 の 一 回 投 与 混 合 物 の 吸 入 器 。
【 請 求 項 ２ 】
第 １ 面 （ １ ０ ） は 、 吸 入 管 路 （ ３ ） の 長 手 拡 張 部 に 対 し て 中 間 位 置 に 配 置 さ れ た 頂 部 の あ
る 円 の 一 部 で あ る 全 体 形 状 を 呈 し 、 か つ 、 第 １ 面 （ １ ０ ） に 対 し 垂 直 で あ っ て 第 １ 面 （ １
０ ） の 頂 部 に 配 置 さ れ た 枢 軸 （ １ ２ ） と 、 第 １ 面 （ １ ０ ） に 対 し て 垂 直 で あ っ て 第 １ 面 （
１ ０ ） の 円 弧 状 縁 部 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 案 内 用 突 出 部 （ １ ３ ） と を 備 え 、 突 出 部 （ １ ３ ）
が 側 方 突 起 （ １ ３ ａ ） と 突 き 当 た り 面 （ １ ３ ｂ ） と を 有 し て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 吸 入 器
。
【 請 求 項 ３ 】
切 断 手 段 （ １ １ ） は 、 第 １ 面 （ １ ０ ） の 周 縁 に 配 置 さ れ て 鋸 歯 輪 郭 を 有 す る 切 刃 （ １ １ ａ
） か ら な っ て い る 請 求 項 ２ に 記 載 の 吸 入 器 。
【 請 求 項 ４ 】
吸 入 管 路 （ ３ ） は 、 第 １ 面 （ １ ０ ） に 配 置 さ れ て 外 部 環 境 か ら の 空 気 を 吸 引 す る 第 １ 開 口
（ ６ ） と 、 一 回 投 与 薬 用 混 合 物 を 吸 入 す る 第 ２ 開 口 （ ７ ） と を 呈 示 し 、 穴 （ ８ ） は 、 第 １
面 （ １ ０ ） に お い て 第 １ 開 口 （ ６ ） と 第 ２ 開 口 （ ７ ） と の 中 間 位 置 に 配 置 さ れ て い る 請 求
項 ３ に 記 載 の 吸 入 器 。
【 請 求 項 ５ 】
吸 入 管 路 （ ３ ） は 、 基 本 的 に ベ ン チ ュ リ 管 で あ る 長 手 区 域 を 呈 示 し 、 穴 （ ８ ） は 、 そ の 狭
め ら れ た 隘 路 区 域 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 ４ に 記 載 の 吸 入 器 。
【 請 求 項 ６ 】
穴 （ ８ ） は 、 そ の 内 面 に 、 穴 （ ８ ） の 直 径 に わ た っ て 配 置 さ れ た バ ッ フ ル （ ９ ） を 備 え て
い る 請 求 項 ５ に 記 載 の 吸 入 器 。
【 請 求 項 ７ 】
第 ２ 本 体 （ ４ ） は 、
　 第 ２ 面 （ １ ４ ） に 対 向 し て お り 、 第 １ 面 （ １ ０ ） と 第 ２ 面 （ １ ４ ） と が 相 互 接 触 し て 一
方 が 他 方 に 対 し て 摺 動 す る 本 体 （ ２ ） と 第 ２ 本 体 （ ４ ） と の 回 転 型 連 結 を 達 成 す る た め に
、 枢 軸 （ １ ２ ） を 挿 入 す る こ と が で き る 座 面 （ １ ５ ） と 、
　 第 ２ 本 体 （ ４ ） の 縁 部 に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 そ の 形 状 が 案 内 用 突 出 部 （ １ ３ ） の ア ン ダ ー
カ ッ ト （ １ ３ ａ ） を 補 完 す る も の で あ り 、 か つ 、 ア ン ダ ー カ ッ ト （ １ ３ ａ ） と 相 互 に 接 触
す る よ う に 予 備 処 置 さ れ て い る 棚 状 部 （ １ ６ ） と 、
　 棚 状 部 （ １ ６ ） の 長 手 拡 張 部 に 対 し て 垂 直 で あ っ て 、 棚 状 部 （ １ ６ ） の 端 部 に 配 置 さ れ
て お り 、 案 内 用 突 出 部 （ １ ３ ） に 位 置 し て い る 突 き 当 た り 面 （ １ ３ ｂ ） に 突 き 当 た る よ う
に な っ て い る 棚 状 部 突 き 当 た り 面 （ １ ７ ） と 、
　 第 ２ 面 （ １ ４ ） に 対 し て 垂 直 で あ っ て 、 第 ２ 面 （ １ ４ ） に 対 し て 第 ２ 本 体 （ ４ ） の 反 対
側 に 延 設 さ れ て い る 横 断 状 操 作 面 （ １ ８ ） と
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を 備 え て い る 請 求 項 ６ に 記 載 の 吸 入 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 カ プ セ ル 中 の 一 回 投 与 混 合 物 の 吸 入 器 に 関 す る も の で あ る 。 さ ら に 詳 し く
は 、 こ の 吸 入 器 は 、 全 体 が 吸 入 器 の 中 に 挿 入 さ れ る プ ラ ス チ ッ ク 材 料 製 の カ プ セ ル の 内 部
に 封 入 さ れ た 混 合 物 、 典 型 的 に は 散 薬 の 吸 入 を 可 能 に す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  こ の 種 の 吸 入 器 は 、 従 来 技 術 で 知 ら れ て お り 、 吸 入 さ れ る 医 薬 物 質 が 入 っ て い る カ プ セ
ル を 収 容 す る チ ャ ン バ ー に 連 通 す る 吸 入 管 路 を 備 え た 容 器 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 そ の
収 容 チ ャ ン バ ー は 、 細 長 く て 、 粉 末 状 薬 剤 用 の 普 通 の カ プ セ ル と 同 じ 形 状 の も の で あ り 、
吸 入 管 路 の 長 手 拡 張 部 に 対 し て 横 断 状 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
  カ プ セ ル を 破 壊 す る 手 段 が 、 収 容 チ ャ ン バ ー に 結 合 さ れ か つ そ の 端 部 に 配 置 さ れ て い る
が 、 こ の 破 壊 手 段 は 、 収 容 チ ャ ン バ ー に 貫 入 す る 鋭 利 な 歯 が 含 ま れ て い る ２ つ の 穿 孔 装 置
に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 歯 は 、 複 数 の ば ね に よ り 、 そ の チ ャ ン バ ー に 対 し て 外
部 位 置 に 保 持 さ れ て お り 、 カ プ セ ル を 穿 孔 す る た め に 指 で 圧 力 を 及 ぼ す こ と が で き る 容 器
の 外 部 で あ る 部 分 に 呈 示 さ れ て い る 。 散 薬 は こ の 箇 所 で カ プ セ ル か ら 出 さ れ て 吸 入 さ れ る
。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
  公 知 の 型 の 吸 入 器 に は 多 く の 欠 点 が あ る 。 主 な 欠 点 は 、 穿 孔 装 置 、 ば ね お よ び 穿 孔 装 置
の 操 作 端 部 の 存 在 を 考 慮 す る と 、 比 較 的 多 数 の 構 成 要 素 が 存 在 す る と い う こ と で あ る 。 こ
れ ら の 構 成 要 素 の い く つ か は 容 器 に 対 し て 相 対 運 動 を 行 う も の で あ り 、 そ の た め 、 動 作 不
良 あ る い は 故 障 の 起 き る 傾 向 が あ る 。 こ れ ら の 構 成 要 素 は 正 確 に 作 用 さ せ る た め に 注 意 深
い 組 立 作 業 を す る 必 要 も あ り 、 吸 入 器 の コ ス ト の 増 大 に つ な が る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 技 術 の 吸 入 器 に は い く つ か の 機 能 上 の 欠 陥 も あ る 。 第 一 に 、 カ プ セ ル に 穿 孔 し て も
、 作 ら れ た 開 口 は カ プ セ ル の 端 部 に あ る と と も に 大 き さ が 小 さ い た め 、 薬 物 の 完 全 な 排 出
は 保 証 さ れ な い 。 薬 物 の 排 出 を 促 進 す る た め に は 吸 入 器 を 振 る と と も に 数 回 の 吸 入 を 行 わ
な け れ ば な ら ず 、 ま た 、 カ プ セ ル の 内 容 物 が す べ て 消 費 さ れ る 確 実 性 に も 乏 し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 吸 入 管 路 と 一 線 配 置 さ れ て い る 収 容 チ ャ ン バ ー の 位 置 は 、 そ の チ ャ ン バ ー か ら 吸 入 管 路
へ の 薬 物 の 通 過 が か な り 妨 げ ら れ る よ う な も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 吸 入 を 促 進 す る た め に は 、 こ の 装 置 を 傾 斜 さ せ て 吸 入 チ ャ ン バ ー を 起 き 上 が っ た 状 態 に
し な け れ ば な ら ず 、 そ の た め 、 薬 物 は 、 気 管 の 中 へ 直 接 吸 引 さ れ る の で は な く 、 一 部 が 口
の 内 部 と 接 触 す る こ と に な り 、 患 者 に 有 効 に 吸 収 さ れ な く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
  こ の 発 明 の 主 な 目 的 は 、 限 ら れ た 数 の 構 成 要 素 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 カ プ セ
ル 中 の 一 回 投 与 混 合 物 の 吸 入 器 を 提 供 す る こ と に よ っ て 、 前 記 の 欠 点 を 未 然 に 防 止 す る こ
と で あ る 。 こ の 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 薬 用 混 合 物 が 吸 入 管 路 へ 完 全 に 移 送 さ れ る こ と
で 吸 入 の た め に 利 用 で き る よ う に さ れ て い る 吸 入 器 を 提 供 す る こ と で あ る 。 こ の 発 明 の さ
ら に 別 の 目 的 は 、 そ の 混 合 物 が ユ ー ザ ー に よ る 息 の 単 な る 吸 い 込 み に よ っ て 吸 入 さ れ る 吸
入 器 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 の さ ら に 別 の 特 徴 お よ び 利 点 は 、 図 面 の 添 付 図 に お い て 単 な る 非 限 定 的 実 例 と
し て 例 示 さ れ た 、 好 ま し い が 非 限 定 的 で あ る こ の 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 、 カ プ セ ル 中 の 一
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回 投 与 混 合 物 の 吸 入 器 に つ い て の 詳 細 な 説 明 か ら い っ そ う 明 ら か に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
  図 面 の い く つ か の 図 に よ れ ば 、 １ は こ の 発 明 の 吸 入 器 を 全 体 と し て 表 わ し て い る 。 こ の
吸 入 器 １ に は 本 体 ２ が 備 わ っ て お り 、 本 体 ２ に は 吸 入 管 路 ３ が あ る 。 本 体 ２ に は 第 １ 面 １
０ が 備 わ っ て お り 、 こ の 第 １ 面 １ ０ は 、 ほ ぼ 平 面 状 で あ っ て 吸 入 管 路 ３ の 長 手 軸 に 対 し て
平 行 に 延 設 さ れ て お り 、 ま た 、 第 １ 面 １ ０ に は 吸 入 管 路 ３ に 連 通 す る 穴 ８ が 呈 示 さ れ て い
る 。 本 体 ２ は 透 明 材 料 か ら 作 ら れ て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
  吸 入 器 １ に は さ ら に 第 ２ 本 体 ４ が 備 わ っ て お り 、 こ の 第 ２ 本 体 ４ に は 、 第 １ 面 １ ０ に 対
し て 相 補 的 に 形 成 さ れ か つ そ れ と 接 触 す る 第 ２ 面 １ ４ が 呈 示 さ れ て い る 。 第 ２ 面 １ ４ に は
、 カ プ セ ル ３ ０ を 少 な く と も 一 部 挿 入 す る こ と の で き る ハ ウ ジ ン グ ５ が 設 け ら れ て い る 。
第 ２ 本 体 ４ は 、 カ プ セ ル ３ ０ の 挿 入 の た め に ハ ウ ジ ン グ ５ に 外 側 か ら 接 近 す る こ と の で き
る 開 放 位 置 か ら 、 ハ ウ ジ ン グ ５ を 穴 ８ に 一 線 配 置 す る 閉 鎖 位 置 ま で 回 転 す る こ と が で き る
よ う に 、 本 体 ２ に 対 し て 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 第 ２ 本 体 ４ は 透 明 材 料 か ら 作 ら れ て
い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
  吸 入 器 １ に は 、 こ の 明 細 書 の こ こ 以 降 で い っ そ う 明 ら か に な る よ う に 、 第 ２ 本 体 ４ が 開
放 位 置 か ら 閉 鎖 位 置 ま で 回 転 す る 間 に ハ ウ ジ ン グ ５ か ら 突 出 す る カ プ セ ル ３ ０ の 一 部 を 切
断 す る 切 断 手 段 １ １ が さ ら に 備 わ っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
  第 １ 面 １ ０ は 全 体 に わ た っ て 、 吸 入 管 路 ３ の 長 手 拡 張 部 に 対 し て 中 間 位 置 に 配 置 さ れ た
頂 部 の あ る 円 の 一 部 と し て 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 面 １ ０ に は 、 第 １ 面 １ ０ に 対 し て 垂 直 で
あ っ て 第 １ 面 １ ０ の 頂 部 と 同 じ 位 置 に 配 置 さ れ た 枢 軸 １ ２ が 備 わ っ て お り 、 第 １ 面 １ ０ に
は 第 １ 面 １ ０ に 対 し て 垂 直 で あ る 案 内 用 突 出 部 １ ３ が 呈 示 さ れ て い る が 、 こ の 突 出 部 １ ３
に は 側 方 突 起 １ ３ ａ と 突 き 当 た り 面 １ ３ ｂ と が あ る 。 側 方 突 起 １ ３ ａ は 、 第 １ 面 １ ０ に 近
接 し て い る 枢 軸 １ ２ の 一 部 分 に 枢 軸 １ ２ の 残 り 部 分 よ り も 小 さ い 区 域 が あ る よ う に 、 突 出
部 １ ３ の 側 方 面 に 設 け ら れ た ア ン ダ ー カ ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
  切 断 手 段 １ １ は 、 第 １ 面 １ ０ の 周 縁 に 配 置 さ れ て 鋸 歯 形 状 を 呈 す る 切 刃 １ １ ａ か ら な っ
て い る 。 第 １ 面 １ ０ と 第 ２ 面 １ ４ と が 接 触 し て い る の で 、 第 ２ 本 体 ４ が 開 放 位 置 か ら 閉 鎖
位 置 ま で 回 転 す る 間 に 、 ハ ウ ジ ン グ ５ か ら 突 出 す る カ プ セ ル ３ ０ の 一 部 は 、 切 刃 １ １ ａ と
干 渉 し て 切 刃 １ １ ａ の 鋸 歯 縁 部 に よ っ て 切 断 さ れ る 。 切 断 さ れ た 部 分 は 吸 入 器 の 外 部 に 残
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 吸 入 管 路 ３ に は 、 第 １ 面 １ ０ に 配 置 さ れ て 外 部 か ら の 空 気 を 吸 引 す る 第 １ 開 口 ６ と 、 一
回 投 与 混 合 物 を 吸 入 す る 第 ２ 開 口 ７ と が 呈 示 さ れ て い る 。 穴 ８ は 、 第 １ 面 １ ０ に お い て 第
１ 開 口 ６ と 第 ２ 開 口 ７ と の 中 間 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ 開 口 ７ は 薬 用 混 合 物 を 吸 引 す
る た め に ユ ー ザ ー に よ っ て 用 い ら れ 、 空 気 は 第 １ 開 口 ６ を 通 っ て 吸 入 器 へ 入 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ 開 口 ６ に よ る 空 気 の 流 入 を 促 進 す る た め に 、 第 １ 面 １ ０ に は 、 第 １ 面 １ ０ の 縁 部 か
ら 第 １ 開 口 ６ へ 延 出 す る 溝 を 設 け て も よ い 。 吸 入 器 を 正 し く 使 用 す る に は 、 カ プ セ ル ３ ０
が 切 断 さ れ る と 、 吸 入 器 は 、 ハ ウ ジ ン グ ５ が 垂 直 で あ っ て カ プ セ ル ３ ０ の 切 断 端 部 が 下 方
を 向 く よ う に 握 ら れ る 。 薬 用 混 合 物 は 、 カ プ セ ル ３ ０ か ら 吸 入 管 路 の 中 へ 落 ち て 、 第 １ 開
口 ６ に よ り 取 り 込 ま れ る 空 気 の 流 れ に 入 り 、 ユ ー ザ ー に よ り 及 ぼ さ れ た 吸 入 動 作 に よ っ て
第 ２ 開 口 ７ へ 運 ば れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 吸 入 管 路 ３ に は 、 ベ ン チ ュ リ 管 に 類 似 し た 長 手 区 域 が 呈 示 さ れ て お り 、 穴 ８ は 最 小 区 域
端 部 す な わ ち 隘 路 端 部 に 配 置 さ れ て い る 。 カ プ セ ル ３ ０ か ら 落 ち る 薬 用 混 合 物 は 、 ユ ー ザ
ー の 口 へ 運 ば れ る 途 中 に 気 流 の 中 へ き わ め て 有 効 に 引 き 込 ま れ 、 ま た 、 管 路 ３ の 隘 路 区 域

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-502786 A 2006.1.26



に 作 ら れ た 凹 部 に よ り 、 カ プ セ ル ３ ０ あ る い は 穴 ８ の 中 に 残 っ た 薬 用 混 合 物 の 残 留 物 は 管
路 ３ の 中 へ 引 き 込 ま れ る 。 閉 塞 を 防 止 す る た め に 、 穴 ８ に は そ の 内 面 に 、 穴 ８ の 直 径 に わ
た っ て 配 置 さ れ た バ ッ フ ル ９ が 備 わ っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ 本 体 ４ に は 第 ２ 面 １ ４ に 対 向 し て い る 座 面 １ ５ が 備 わ っ て お り 、 こ の 座 面 １ ５ は 、
枢 軸 １ ２ が 挿 入 さ れ る よ う に 、 ま た 、 第 １ 面 １ ０ と 第 ２ 面 １ ４ と が 相 互 接 触 し て 一 方 が 他
方 に 対 し て 摺 動 す る 本 体 ２ と 第 ２ 本 体 ４ と の 回 転 型 連 結 を 達 成 す る よ う に 、 予 備 処 置 さ れ
て い る 。 座 面 １ ５ は 、 第 ２ 本 体 ４ の 全 幅 に わ た っ て 設 け ら れ て い る と と も に 、 そ の 側 方 面
が 第 ２ 面 １ ４ に 対 し て 垂 直 に 配 置 さ れ る よ う に 方 位 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 座 面 １ ５ に Ｃ 字 形 横 断 区 域 が 呈 示 さ れ て お り 、 ま た 、 枢 軸 １
２ は 、 本 体 ２ と 第 ２ 本 体 ４ と を 所 定 の 角 度 位 置 で 引 き 離 す こ と の で き る 側 方 平 坦 区 域 が あ
る 円 筒 形 状 を し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 ２ 本 体 ４ に は 、 第 ２ 本 体 ４ の 縁 部 に 沿 っ て 作 ら れ た 棚 状 部 １ ６ が さ ら に 呈 示 さ れ て い
る が 、 こ の 棚 状 部 １ ６ は 、 そ の 形 状 が 案 内 用 突 出 部 １ ３ の ア ン ダ ー カ ッ ト １ ３ ａ を 補 完 す
る も の で あ り 、 ア ン ダ ー カ ッ ト １ ３ ａ と 相 互 に 接 触 す る よ う に 予 備 処 置 さ れ て い る 。 本 体
２ と 第 ２ 本 体 ４ と が 連 結 さ れ る と 、 棚 状 部 １ ６ が ア ン ダ ー カ ッ ト １ ３ ａ の 下 方 に 挿 入 さ れ
て 、 第 １ 面 １ ０ と 第 ２ 面 １ ４ と が 分 離 さ れ や す く な る 回 転 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ２ 本 体 ４ に は 、 棚 状 部 １ ６ の 長 手 拡 張 部 に 対 し て 垂 直 で あ る 突 き 当 た り 面 １ ７ が さ ら
に 備 わ っ て い る が 、 こ の 突 き 当 た り 面 １ ７ は 、 棚 状 部 １ ６ そ れ 自 体 の 端 部 に 配 置 さ れ て お
り 、 ま た 、 案 内 用 突 出 部 １ ３ の 突 き 当 た り 面 １ ３ ｂ に 接 す る よ う に 予 備 処 置 さ れ て い る 。
突 き 当 た り 面 １ ７ と 突 き 当 た り 面 １ ３ ｂ と の 接 触 に よ っ て 、 第 １ 面 １ ０ と 第 ２ 面 １ ４ と の
間 の 角 度 変 位 の 限 界 が 定 め ら れ る が 、 そ の 限 界 は 閉 鎖 位 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 吸 入 器 の 開 放 お よ び 閉 鎖 を 簡 単 に す る た め に 、 第 ２ 本 体 ４ に は 、 第 ２ 面 １ ４ に 対 し て 垂
直 で あ っ て 第 ２ 面 １ ４ に 対 し て 第 ２ 本 体 ４ の 反 対 側 へ 延 設 さ れ て い る 横 断 状 操 作 面 １ ８ が
備 わ っ て い る 。 操 作 面 １ ８ で 操 作 す れ ば 、 ハ ウ ジ ン グ ５ の 中 に 挿 入 さ れ た カ プ セ ル ３ ０ に
切 断 作 用 を 行 う こ と は き わ め て 簡 単 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 発 明 の 吸 入 器 に よ れ ば 、 重 要 な い く つ か の 利 点 が も た ら さ れ る 。 第 一 に 、 こ の 吸 入
器 は 基 本 的 に 構 成 要 素 を ２ つ だ け 備 え て い る の で 、 そ の 組 立 は き わ め て 簡 単 で あ る 。 従 っ
て 、 こ の 吸 入 器 は 、 製 造 が 断 然 経 済 的 で あ り 、 ま た 、 故 障 あ る い は 動 作 不 良 の お そ れ が 事
実 上 な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 二 に 、 カ プ セ ル 用 ハ ウ ジ ン グ の 配 置 は 、 そ の 完 全 な 切 開 と と も に 、 カ プ セ ル の 内 容 物
を 吸 入 の た め に 充 分 に 利 用 可 能 な も の す る の で 、 正 確 な 投 与 量 で 完 全 に 吸 入 さ れ る 確 率 を
ユ ー ザ ー に 与 え る 。 透 明 材 料 が 用 い ら れ る と 、 ユ ー ザ ー は 、 彼 ま た は 彼 女 が 充 分 な 投 与 量
の 吸 入 を 完 了 し た こ と を 、 い っ そ う 容 易 に 、 充 分 チ ェ ッ ク す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 三 に 、 薬 用 混 合 物 が 、 吸 入 管 路 の 内 部 に 、 ま た 、 ユ ー ザ ー の 呼 吸 に よ っ て 作 り 出 さ れ
た 空 気 の 流 れ の 内 部 に 取 り 入 れ ら れ る の で 、 こ の 吸 入 器 は 水 平 位 置 に 保 持 す る こ と が で き
る 。 こ の 水 平 位 置 で は 、 吸 入 管 路 の 長 手 軸 は ユ ー ザ ー の 口 と 一 線 配 置 さ れ て お り 、 薬 用 粉
末 は 口 の 内 側 部 分 に 付 着 す る こ と な く 気 管 へ 到 達 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 第 １ 操 作 形 態 に あ る こ の 発 明 の 吸 入 器 に 係 る １ つ の 実 施 形 態 の 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 第 ２ 操 作 形 態 に あ る 図 １ の 吸 入 器 の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ の 吸 入 器 に お け る 第 １ 構 成 要 素 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 １ の 吸 入 器 に お け る 第 ２ 構 成 要 素 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ２ の 吸 入 器 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 11月 15日 (2004.11.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
吸 入 管 路 （ ３ ） を 有 す る 本 体 （ ２ ） を 備 え て い る 、 カ プ セ ル 中 の 一 回 投 与 混 合 物 の 吸 入 器
で あ っ て 、
　 本 体 （ ２ ） は 、 平 面 状 で あ っ て 吸 入 管 路 （ ３ ） の 長 手 軸 に 対 し て 平 行 に 延 設 さ れ て い る
と と も に 吸 入 管 路 （ ３ ） に 連 通 す る 穴 （ ８ ） が 呈 示 さ れ て い る 第 １ 面 （ １ ０ ） を 備 え 、
　 こ の 吸 入 器 は 、 第 １ 面 （ １ ０ ） に 対 し て 相 補 的 に 形 成 さ れ か つ 第 １ 面 （ １ ０ ） と 接 触 す
る よ う に 配 置 さ れ た 第 ２ 面 （ １ ４ ） が 呈 示 さ れ て い る 第 ２ 本 体 （ ４ ） で あ っ て 、 カ プ セ ル
（ ３ ０ ） を 少 な く と も 一 部 挿 入 す る こ と の で き る ハ ウ ジ ン グ （ ５ ） が 第 １ 面 （ １ ０ ） に 形
成 さ れ て い る 第 ２ 本 体 （ ４ ） も 備 え て お り 、 第 ２ 本 体 （ ４ ） は 、 本 体 （ ２ ） に 回 転 可 能 に
連 結 さ れ て お り 、 カ プ セ ル （ ３ ０ ） の 挿 入 の た め に ハ ウ ジ ン グ （ ５ ） に 外 側 か ら 接 近 す る
こ と の で き る 開 放 位 置 か ら 、 ハ ウ ジ ン グ （ ５ ） が 穴 （ ８ ） に 一 線 配 置 さ れ る 閉 鎖 位 置 ま で
回 転 す る こ と が で き 、
　 こ の 吸 入 器 は 、 第 ２ 本 体 （ ４ ） が 開 放 位 置 か ら 閉 鎖 位 置 ま で 回 転 す る 間 に ハ ウ ジ ン グ （
５ ） か ら 突 出 す る カ プ セ ル （ ３ ０ ） の 一 部 を 切 断 す る 切 断 手 段 （ １ １ ） も 備 え て

、 カ プ セ ル 中 の 一 回 投 与 混 合 物 の 吸 入
器 。
【 手 続 補 正 ３ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 カ プ セ ル 中 の 一 回 投 与 混 合 物 の 吸 入 器 に 関 す る も の で あ る 。 さ ら に 詳 し く
は 、 こ の 吸 入 器 、 典 型 的 に は 散 薬 の 吸 入 を 可 能 に す る も の で あ
る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 カ プ セ ル を 破 壊 す る 手 段 が 、 収 容 チ ャ ン バ ー に 結 合 さ れ か つ そ の 端 部 に 配 置 さ れ て い る
が 、 こ の 破 壊 手 段 は 、 収 容 チ ャ ン バ ー に 貫 入 す る 鋭 利 な 歯 が 含 ま れ て い る ２ つ の 穿 孔 装 置
に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 歯 は 、 複 数 の ば ね に よ り 、 そ の チ ャ ン バ ー に 対 し て 外
部 位 置 に 保 持 さ れ て お り 、 カ プ セ ル を 穿 孔 す る た め に 指 で 圧 力 を 及 ぼ す こ と が で き る 容 器
の 外 部 で あ る 部 分 に 呈 示 さ れ て い る 。 散 薬 は こ の 箇 所 で カ プ セ ル か ら 出 さ れ て 吸 入 さ れ る
。
　

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 吸 入 を 促 進 す る た め に は 、 こ の 装 置 を 傾 斜 さ せ て 吸 入 チ ャ ン バ ー を 起 き 上 が っ た 状 態 に
し な け れ ば な ら ず 、 そ の た め 、 薬 物 は 、 気 管 の 中 へ 直 接 吸 引 さ れ る の で は な く 、 一 部 が 口
の 内 部 と 接 触 す る こ と に な り 、 患 者 に 有 効 に 吸 収 さ れ な く な る 。
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は 、 混 合 物 吸 入 器 の 中 へ の

ヨ ー ロ ッ パ 特 許 出 願 公 開 第 １ ２ ３ ８ ６ ８ ０ 号 公 報 に は 、 カ プ セ ル を そ の カ バ ー の 内 側 に
保 持 す る 手 段 で あ っ て 、 カ バ ー の す ぐ 内 側 に 配 置 さ れ た 円 形 の 開 放 状 区 画 室 を 備 え 、 そ の
中 に カ プ セ ル が 配 置 さ れ て 前 記 区 画 室 の 円 形 溝 に 据 え ら れ る 手 段 と 、 カ プ セ ル が 分 離 さ れ
た 後 に カ プ セ ル の ケ ー ス 片 を 保 持 す る と と も に 散 薬 が 凝 集 す る の を 防 止 す る 手 段 で あ っ て
、 そ の 壁 に よ り 大 き い 片 を 内 側 に 保 持 し 散 薬 を 通 過 さ せ る 一 組 の 長 孔 を 有 し て い る 貯 蔵 器
が 備 わ っ て い る 手 段 と 、 カ バ ー で 容 器 を 閉 鎖 す る 手 段 で あ っ て 、 カ プ セ ル を 保 持 し か つ 水
平 チ ャ ン バ ー を 閉 鎖 し 、 そ の 壁 に チ ャ ン バ ー の 内 側 突 起 の 下 に 停 止 す る ２ つ の 外 側 突 起 を
有 し 、 カ バ ー が そ の 定 位 置 か ら 誤 っ て 外 れ る の を 防 止 す る 手 段 と 、 同 じ カ バ ー の 円 形 形 状
と チ ャ ン バ ー の お か げ で カ バ ー を 回 転 さ せ る 手 段 で あ っ て 、 カ プ セ ル を 単 な る 回 転 で 分 離
す る よ う に 、 ブ レ ー ド 要 素 が カ プ セ ル へ 到 達 し て カ プ セ ル を 切 断 す る ま で 、 カ バ ー を 任 意
方 向 へ 回 転 さ せ る 手 段 と 、 穴 の あ る 円 形 板 か ら な り そ の 垂 直 軸 が 吸 入 器 の 一 方 か ら 横 断 状
に 動 く 要 素 で カ プ セ ル を 分 離 す る 手 段 で あ っ て 、 前 記 要 素 を 回 転 さ せ る こ と で カ プ セ ル の
下 部 を 保 持 し 、 ブ レ ー ド の 下 部 が カ プ セ ル の 下 部 を 切 断 す る 手 段 と を 備 え た 吸 入 器 が 開 示
さ れ て い る 。

公 知 の 型 の 吸 入 器 に お け る さ ら に 別 の 欠 点 は 、 カ プ セ ル の 切 断 部 分 が 散 薬 と と も に 貯 蔵
器 の 中 へ 落 ち る こ と で あ る 。 散 薬 の 一 部 は カ プ セ ル の こ の 切 断 部 分 に 取 り 込 ま れ て 残 る こ
と が あ り 、 あ る い は 、 そ の 切 断 部 分 は 貯 蔵 器 の 中 に 置 か れ て 吸 入 器 を 通 る 散 薬 の 流 れ が 阻
害 さ れ る こ と が あ り 、 い ず れ の 場 合 に も 、 散 薬 の 不 完 全 な 吸 入 が 引 き 起 こ さ れ る 。
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